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た 1923 年頃から、国民学校令が公布される 1941 年頃までとする。 
 綴方とは尋常小学校および高等小学校での国語科に含まれる科目の一つであり、作文を
指導する科目であった。1872 年の学制および小学教則では公用文の指導をする「書牘


























































































り、1940 年 2 月から全国各地で綴方教育を積極的に行っていた教員が治安維持法違反を
疑われ検挙されたことで、綴方教育の新しい動きは少なくなっていく。 












































































































































































本作文綴方教育史 1〈明治篇〉』（国土社、1977 年）、『日本作文綴方教育史 2〈大正篇〉』（国
土社、1978 年）、『日本作文綴方教育史 3〈昭和篇Ⅰ〉』（国土社、1983 年）などである。 
中内は「歴史的に特殊なひとつの形態」である「生活綴方」が発生し定型化した過程を、






















































ぼす意義 : 1920～30 年代における綴方作品評価基準の検討を通して」（『上田女子短期大























教育学部紀要』第 52 号、茨城大学教育学部、2003 年）などわずかである13。大内の研究
では、菊池の考える「生活」概念は「観察の生活」であったこと、「表現」は内容と形式の

























  3．論文の構成 
 本研究は以下の 5 章で構成している。 
























史料を再検討することで明らかにする。また、1930 年代後半から 3 人が表現指導の重要
性を主張し始めることにも注目し、指導にどのような変化があったかについても検討する。 
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第 1章 明治期及び大正期の作文・綴方教育の動向 
  







  1． 明治期の作文・綴方教育 
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 其許儀不和ニ付双方熟議ノ上離縁致シ候之レニ依テ孰方ヘ結縁候共異論之レ無ク候
也 
                    （住所）  （身分） 
  年月日                      元夫 （氏    名） 
                             同 
                           媒人 （氏    名） 




























































































 一方、樋口が受け持っている尋常科 2 年生に同じように牛について綴らせた際の作品と
しては次のような例文が挙げられている16。 
 





























それに対して児童が「各自の経験を語る」という活動を 10 分ほど行った後、25 分ほど文
章を綴らせている。この授業で児童たちが綴った文章の一例は次のようなものである17。 
 
オツボノイケノミズガ 雨デイツパイニナリテ イケノ水ヲ手ニ入レテ ソコイラヲ
フリマスヤラ 木ヲウエテヲルトニカケルヤラ シマス 
         七月四日  池田壯介 
 
ワタクシハ 雨ガフツテ 水ガタマルト ニンギ_ヤ_ウヲツクツテ アソビマスガ 
ソヲシテニンギ_ヤ_ウガレケマシタナラバ オツボヲマアツテ アソビナサイ シマ
ヘテ キヲトリニイキマシタ オモシロヲゴザイマシタ 























































































































































































































































































表 1－2 は、尋常科 6 年の単元内容と時間数をまとめたものである。 
1 学期は 9 単元で構成されており、その中で写生文形式の文章表現を用いるのは、2「中
心思想を定めての記述練習」、4「人物について伝記的に其性質感想等を中心として記述す
る練習」、5「感想中心の人物写生」、8「中心思想を定めて文章を綴らしむる練習」の 4 単









表 1－2 尋常科 6年の単元内容と時間数 
指導内容 時数 
一学期 16 週 30 時間 
 日用文練習 5 
 中心思想を定めての記述練習 4 
 冒頭及結尾練習、並に著長文指導 3 
 人物について伝記的に其性質感想等を中心として記述する練習 3 
 感想中心の人物写生 3 
 対話体の文章の指導 5 
 日記の認め方 2 
 中心思想を定めて文章を綴らしむる練習 3 
 位置限定の地理的記述 3 
二学期 16 週 30 時間 
 日曜文練習 9 
 中心思想を定めて材料の取捨選択をなさしむる練習 5 
 長文記述の指導 3 
 対話体の文章記述 5 
 概念理法の説明記述 6 
 韻文の指導 2 
三学期 10 週 20 時間 
 自由作の批評及文章紹介 2 
 中心思想を定めての材料の取捨選択 5 
 概念理法の説明記述 5 
 日法文練習 6 
 公用文類の雛形を示すこと及注意 2 















































































  1． 大正期までの修身・訓練での生活指導 




































































































そう。中でもたくさん来る所は。 ・それはやはり大阪や京都です。電車や汽車があるから 45 分































  3． 綴方における生活指導の登場 
  （1）田上新吉『生命の綴方教授』 
 綴方における生活指導の「明確」な「最初の登場」とされているのが、広島県高等師範














































































































































































表 1－4 掲載論文題目・執筆者一覧 
タイトル 著者 教科 
児童の校外生活と道徳教育 川島次郎 修身 
校外教育と国語 小林佐源次 国語 
読方指導と校外の生活 佐藤末吉 国語 
校外における児童国語生活の指導 宮川菊芳 国語 
文集所感 千葉春雄 国語 
学校以外の生活と算術教育 三井善五郎 算術 
歴史趣味の養成と夏季休業 山田義直 歴史 
野外に於ける地理の実習 隈江信光 地理 
私が現在遭
遇してゐる学校外の理科教育問題 堂東 傳 理科 
夏休と子供の理科研究 橋本為次 理科 

























表 1－5 各記事での提唱内容 
筆者 教科 主 張 内 容 
山田義直 歴史 戦記や伝記を読むこと 
年代図や歴史地図等の大作を作製すること 
旅行帖を作ること 
隈江信光 地理 山地における地理実習 
海岸における地理実習 
堂東 傳 理科 児童理科研究団体に子どもを送る場合に関して 
化学関係展覧会での公衆マナー 
夏季休暇中の採集や調査に関する諸注意 
橋本為次 理科 夏季休暇中の理科研究の題材の提案 







































































































































































































成果として 1923 年に『小学綴方教授細目』が出版された。同書の出版は、同年 5 月 19 日






















































表 1－6 「腹案」の指導事項 
学年 指 導 事 項 















第 5 学年 
1 手法の最も初歩について知らせる。 
   想の軽重 主想 精略 描写の初歩 順序 
2 不自然な技巧に陥らないやうにする。 
第 6 学年 
1 稍進んだ手法について知らせる。 























表 1－7 「取材」の指導事項 
学年 指 導 事 項 
第 1 学年 
1 経験を思ひ出す指導をする。 
2 多方面に取材の暗示を与へる。 






















 親交 見舞 御礼 報知 










3 年での「出来るだけ反省」を経験事項に加えるという指導が、尋常科 4 年では「反省を
稍深くすること」と、尋常科 5 年以上では「物事を内面的に見る」態度の指導へと発展し











 ボク ハ キノフ アサカラ オヒルマデ テフテフトリ ヲ シマシタ。一リ 
ハ 竹ヲ モツテ、アト ハ ミンナ ボウ デ トリマシタ。 
 一トウ ハジメ ニハ 金ヲサン ト 正チヤン ガ 四ハ トリマシタ。アト 
デ ハ 八ハ トリマシタ。ソレデ イクハ ヰルカト 思ツテ、ハコ ヲ アケル
ト、二ハニゲテ イツテシマヒマシタノデ、十一ハシカ ヰマセンデシタ。ソノ ハ
コ ヲ 上ニ ホウツテ ヤリマシタ。オチルト ハコ ガヒライテ テフテフ ガ 
ニゲテシマヒマシタ。マダ ヨハツテ ヰナイ ノ ハ ニゲマシタガ ヨハツテ 
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第 2章 各府県の師範学校附属小学校の綴方教育 
 
 
第 1節 1923年以降の東京高師附小教員たちの主張 
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 1923 年の東京高師附小の『小学綴方教授細目』で推敲指導は、尋常科 1・2 学年では誤
字脱字等の形式や意味の不明について「正さしめる」とされ、尋常科 3・4 年では「次第
に自己訂正の習慣を養ふ」段階として、言葉の重複や補正の修正が加えられていた。そし









































































































































































































































第 2節 1920年代までの各府県師附小の見解 
 
1． 綴方教育の目的 


























































































「鑑賞と批評」の 5 段階に区分して、次のように指導事項を列挙している72。 
 
尋三 















（四）推   敲 
1、自己訂正の態度を養ふ。 
a、誤字、脱字、句読点、仮名混用、発音表記意味の不明（一学期） 
b、a に語の重複を加へて              （二学期） 

































































































































































栃木県師範学校附属小学校は尋常科 5 年を例として作品処理の内容を表 2－1 のようにま
とめた。 



















表 2－1 尋常科 5年 2学期における作品処理の指導事項 

























































































第 3節 1930年以降の各府県師附小の見解 
 






























































































































 指導時間は 4 時間とされており、明治期に行われていた「臨写」や「聴写」による指導











   （イ）其の人の家の様子、生活。 
   （ロ）其の人の性格。 
   （ハ）其の人の職業。 





















































































































































































 以上のように、本章では 1923 年以降の東京高師附小教員の主張内容を確認した上で、
各府県の師附小が 1920 年代から 1930 年代にかけて提唱した実践を検討し、実践内容と時
期的変遷を明らかにした。 












導方法を具体化していったことになる。つまり、1923 年頃から 1930 年代前半において、
師附小は表現指導を各学年でどのように指導して行くかという模範を公立小学校の教員ら
に示す存在にはなっていなかった。 
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第 1節 生活指導を重視した実践の背景 
 




































































































































































































































































第 2節 『綴方生活』の発刊と小砂丘忠義の綴方教育 
 
1．綴方教育の目的 


















 小砂丘が「スタートだった」と述べているように、彼は教職 1 年目の終わり頃から学級






































































 また、尋常科 4 年頃からは、積極的に生活に働きかけることや、客観的な観察態度の必
要性を説いている。たとえば 1933 年 7 月の『綴方読本 尋四』では、尋常科 4 年の段階
では「はたらきかけられた」という受け身姿勢の生活ではなく、「自分で働きかけた」とい
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 この小砂丘の作品に対する批評の特徴として、滑川道夫は次の 5 点を挙げている。すな
わち、①「長所をほめる」、②「はげましている」、③「考えをひき出そうとしている」、④
「いかに生活に目をむけされるかの示唆を与えようとしている」、⑤「いかに書くかの方
法・技術をくふうさせる」ことの 5 点である50。 
実際に作品評価から、これらの特徴を確認してみたい。すなわち、小砂丘は「児童文批
評の吟味」に掲載された「馬」という作品に対して、次のように 7 点を指摘している51。 
 


































































































































































新しい実践に取り組んだ 1 人であった。 
 以下、佐々井の実践について検討するが、彼が「科学的綴方」を本格的に提唱し始める
のは 1931 年 10 月頃からである。同年 5 月には著書『新文話と綴り方教育』が発刊されて
いるが、同書では「科学的綴方」という表現がほぼ用いられていない。このことから、本
論文では『新文話と綴り方教育』は 1930 年までの佐々井の見解をまとめた書として取り
上げ、1930 年までと 1931 年以降の主張内容を分けて分析することとする。 
 


























「論駁弁明」「功利」の 9 種類に分類している。そして 6 年間を通して 9 種類の「綴文欲
求」に基づく文章表現を経験させるように系統案が立てられている。 
 




























































































































 1、尋一――尋三 絵入日記、一日一善欄 
 2、尋四――尋五 文のみの記述―観察欄、一日一善欄 






























































 イ 描写しようとする人物の顔、かたち、姿などをなるべく細かに写す。 
 ロ その人だけ持つてゐると思はれる、癖や、その他、長所美点などを発見して書
くこと。 
 ハ その人に対する自分の感じ、関係。 




 イ その動物の形態をよく観て書き、且つ形態の特徴を見出しで書くこと。 
 ロ その動物の持つてゐる他動物と異つてゐる習性を観て書くこと。 
 ハ 動物の形態、習性、動作、などについての自分の感じをかくこと、 
4 事件描写の仕方 
（中略＝引用者） 
 イ 事件について最も感動したことを中心として 
 ロ 事件の時間的な進展をもとゝして 
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 A なるべく継続して、幾日も観察すること。 
 B 観察事項をノートしておくこと。 












































  読み方の勉強の仕方について 
二 たづねる人 
  A さん 
三 答へてあげること 
  染物のことについて 
四 答へてあげる人 



















選定の趣旨をよく伝へて交換条件をもとめるのである。つまり B が A に、読み方の勉
強の仕方をたづねたいと決定したなら、それを A に話し、A にその交換条件をもとめ










































































































































  （3）記述後の指導 



























































第 4節 国分一太郎の生活を勉強する綴方 
 
  1．綴方教育の目的 



















































かについても具体的に計画されている。国分の系統案は、尋常科 1・2 年、3・4 年、5 年、
























 さらに、尋常科 6 年に対する「綴方生活訓」としては次の 9 項目が挙げられている。傍


























































































































図 3－2 時間経過や記載の軽重の図式化 

























































































































































































（『国分一太郎文集 5 生活綴方とともにⅠ』より筆者作成） 
 












 誰がいいましたと「  」をつけてかけ。 
・しろかきのようすをもっとかけ。 
  ・田の中、土、水 
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  ・鳥 
  ・兄さんの顔、からだ、あるき方 
  ・自分のしたこと 
・二時になるとまた――ひるまとおなじかちがうか。 
  ・何枚ぐらいしたか 
  ・つかれたこと 
  ・馬のかせきぶりなど 



















































































 この過程を 1934 年の『教育・国語教育』5 月号に掲載された指導案において具体的に
みることとする。これは、身体測定を受けて「私のからだ」について綴った文章をもとに







 1 調べ方の詳しい点。よく気づいてゐる点。 
 2 様子が詳しいので心持も、自然わかる点。 
 3 作者は自分の体を勉強してどんな事に気がついてゐるか。わかつたか。どんな
考が出てきたか。かうするつもりだと考へて居る場所は何所か。 
 4 文の角度―思ひ出。聞いた点。考察。 
四、特殊作品例の吟味 
五、表現考究（無理なく） 
 1 今日の文の現はし方―わかる文。 
   思ひ出して書いた所 
2 きいてかいた所         文のちがひ 
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第 4章 1920年代後半からの表現指導を重視した綴方教育 
 







































































































 菊池は『綴方教育』創刊年の 1926 年の段階から、他教科での学習事項についての文章
























































































一般的には尋常科 3 年からと考えられていたが、菊池は指導を尋常科 1 年から行うとした。
文章表現について学び始める尋常科 1 年当初から構想について指導することで、文字の学
習と同様に、文章表現の中心を明確に設定する技術を自然に身につけていくことができる
と説明している。また、尋常科 3 年まで指導しない場合、尋常科 1、2 年で「出鱈目の悪
い癖」がつき、尋常科 3 年からの指導が困難になる可能性があると指摘し、入学当初から
指導する意義を説明している22。 



















































 さらに学年が進むにつれて構想の指導は複雑になる。尋常科 4 年では見聞きした順序と
綴る順序が同一の場合と、見聞きした順序に関係なく内容や位置等の関係からまとめ直す
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4－2 各学年での構想の指導一覧 




尋常科 2 年 
思想の整頓をひとりでに馴致して来る 
経験の順序にしたがつて、思想を発表する態度を養ふ 




尋常科 4 年 
心の自然を旨として文の中心、統一をはかること 
意識的構成について知らしむること 




尋常科 6 年 作の計画に常に努力する態度を指導すること 
（筆者作成） 
 






























































































































































































































































































































































 尋常科 5 年の段階でようやく「色彩のまゝ、動くまゝの陰影を、絵を描く如く言葉で描
くこと」を児童に丁寧に説明するとされている。ただし、「それまでもそのアウトラインは
提示してある」と富原が述べているように、低学年の段階から細かに綴ることを指導して

















  Ⅰ 情 
 （さうした時の暑熱に堪へて草とりをした労働行の心持を） 
  Ⅱ 景 
 （その時、處、人のありさまをありのまゝに、ことにその自然の景をこまかに、溌
溂と感覚して清新に） 

























































































 この前の日曜日は、かやかり 1でした。 




























 13 冷たい雨がぽつぽつふつてゐる。 
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 では、古見が構想の指導を 6 年間でどのように行っていたかと言うと、学年別に指導事














尋常科 4 年以降の構想の指導について、著書に掲載された指導案例をみると、尋常科 5
年での「感動焦点凝視の指導」では、作品鑑賞を通して主想以外の感情を表現した不必要









 1 感激の回想、感動の追憶・・・・（その文材についてどう感じたか） 
 2 感激の焦点凝視・・・・（その感動感激を最も強く起したのはどこか） 






































 記述指導に関する学年間の違いをみると、尋常科 2 年から 4 年に対しては、読者により
正確に物事を伝えるためには「クレオンでづぐわ（図画＝引用者）をかくやうなきもちで、
そのもののいろをかく」ことが大切であると指導している126。そして、尋常科 6 年と高等
































載されることがあった。次の文章は、1931 年の『児童文苑』尋 6、7 月号に掲載された作
品と、それに対する古見の批評文である130。 
 




























































 「ほら」   距離最も近し、橋最も低し 
 「ほらあ」  距離中位    高さ中 








































 「日本精神」という用語は、和辻哲郎が 1935 年に『続・日本精神史研究』の中で「『日
本精神』という言葉は目下の流行語の一つである」と指摘しているように、1933 年頃から
多様な分野で用いられていた言葉であった133。その契機は 1933 年 7 月 13 日の思想対策
協議会で決定し、翌 14 日の閣議に報告された「教育・宗教ニ関スル具体的方策案」、続く






に含む書籍は 1933年には 40冊程度であったのが、1934年には 100冊以上となっていた。
なお、「昭和八年中に於ケル日本精神ニ関スル出版物調」（内務省警保局、1933 年）による
と、1933 年に発刊された日本精神に関する書籍は 55 冊となっているため、実際は竹内の
調査で明らかになった冊数より多くの関連書籍が発刊されていたと推察される137。 
 「教育・宗教ニ関スル具体的方策」が出された約 2 ヶ月後の 1933 年 9 月に、古見が主
宰する『新綴方教育』が創刊される。創刊当初から「日本精神」を重視していたとするよ
うな見解もあるが138、創刊の辞では「国心」といった言葉が使用され、「日本精神」は用





















古見が「日本精神に立つ綴方教育」の全体像を提示したのは、1934 年 8 月 1 日から 3
日まで行われた「新綴方講習会」での講演と、同年 9 月に発刊された『新綴方教育』第 2



























































ついて、1929 年の「綴方指導管見」と 1934 年の「日本精神に立つ綴方の大道」における














表 4－4 構想と記述についての古見の主張内容 
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 第 1節 文集発刊の経緯 
 





















童に配布した。駿東郡でも県内の動向と同様に 1924 年 1 月、郡長が「各種団体ノ会合ヲ
致シテ実行要目並細目ヲ協議シ挙郡一致之カ実践ヲ期シ以テ聖旨ニ副ヒ奉ラントス」との




















  一、町村教育会又ハ教育講演会等ヲ設置スルコト 
  二、町村ニ図書館ヲ設置スルコト 
  三、女子補習学校ヲ設置スルコト 
  四、主婦会ヲ設置スルコト 
  実行細目 
  1 小学校ニ於ケル技能科、実業科ノ如キハ専科教員ヲ置キ是レガ内容充実ヲ図ルコト 
  2 高等科児童ノ就学出席ヲ一層励シ授業料ヲ免除スルコト 
  3 特殊児童ノ教育施設ヲナスコト 
  4 学校職員、神職、僧侶等ハ互ニ提携シ教化ノ途ヲ講ズルコト 
  5 本部ニ社会教育主事ヲ置クコト 
  6 補習学校専任教員ヲ必ズ一名以上置クコト 

















  2． 駿東郡初等教育振興策の制定 
「聖訓奉体実行要目並実行細目」では、教育活動の具体的内容に関しては明記されてい





















表 5－1 駿東郡教育会主催の新教育に関する講演一覧 
日付 講演者 題目 備考 
1917 年 8 月 21 日 
明石女子師範学校教諭 
及川平治 
分団式動的教育法 7 日間・28 時間 
1918 年 1 月 7 日 
兵庫女子師範学校訓導 
永良郡事 
動的教授法 4 日間・20 時間 












に対する態度」などの解説がなされたようである16。続いて、翌 1918 年 1 月には、兵庫



















は、以下のような方針 3 点と施設事項 7 点が掲げられた21。 
 

































































  （1）体育科・唱歌科 
 まず体育科では、1915 年 11 月 11 日に大典記念行事の一貫として、「泉、小泉、深良、
嶽南、須山の五尋常小学校及佐野補習学校」が連合運動大会を開催した24。この連合運動
会が発展し、各校での運動会とは別に 1921 年には駿東郡を 4 ブロックに分けて「連合体
操練習会」が実施され、リレーや体操教練が行われた。そして、「振興策」制定後にはさら




 続いて唱歌科でも学校間の交流が進められ、1924 年 3 月 9 日には、駿東郡内の北駿地
域 12 校が参加した「北駿音楽会」が御殿場劇場で開催された。唱歌科の交流は北駿地域














表 5－2 駿東郡における主な国語科研究会 
日付 研究会内容 参加対象者 
1910 年 11 月 16 日 北駿小学校訓導会 駿東郡内の 10 校程度が参加 
1925 年 2 月 8 日 国語研究会 駿東郡教育会と校長会の共催 
駿東郡内・近隣地域の教員が参加 
1925 年 7 月 4.5 日 国語研究会 同上 
（筆者作成） 
 












 さらに同年 7 月 4、5 日にも駿東郡全域を対象として国語研究会が開催された。研究会
には静岡市や磐田郡の教員も参加し、100 人を超える参加者が駿東郡に集まったとされて





































 第 2節 全児童購読文集への変更と発刊活動の発展 
 
  1． 新しい文集刊行規程の設定 
  （1）駿東郡教育会児童文集刊行規程 
 1925 年 8 月から始まった謄写印刷での『文苑』は、1926 年 4 月から新しい発刊体制の

















  本部委員 七名 
   内 委員長 一名 
     委員 六名 
  各学校委員 若干名 
   内 主任 一名 













 四月分ヨリ七月分迄   六月十日迄 
 八月分ヨリ十二月分迄  十二月十日迄 
 一月分ヨリ三月分迄   三月十日迄 
第十一条 本文集刊行ニ要スル本部ノ費用ハ本会ニ於テ之ヲ支出スルモノトス 
 
 第一条に掲げられた目的は 1925 年 7 月時点での「規程」と同様であり、国語科として
文章の「創作能力」向上が主目的とされた。第三条から第六条は編集体制に関する規定で
ある。本部委員は 7 人とされ、これまで富原義徳が単独で行っていた作品選定と編集作業
を学年ごとに担当者を決めて行うこととなった。『児童文苑』は尋常科 2 年から高等科 2











発刊され、4 月号は 4 月 10 日に発刊となっていた。その後、1931 年は 8 月 10 日の 8 月
号が発刊されず、8 月 25 日に発刊された『児童文苑』が 9 月号となっている。これ以降は
毎月 25 日に翌月の『児童文苑』が発刊されている。また、1937 年の『児童文苑』には、




  （2）児童文集投稿細則 










  形式 
   第一行  空欄 
   第二行  文題 
   第三行  校名及ヒ氏名 






































  2． 編集体制 
 1926 年以降の編集体制は、各学年の文集を 1 人の教員が担当する体制であった。まず
委員長についてみると、初代編集委員長は富原義徳、2 代目編集委員長を古見一夫、3 代







員が 6 人から 7 人に変更になった。 
 
表 5－3 編集委員長担当期間一覧 
氏名 開始 終了 期間 担当役職・担当学年 
富原義徳 1926 年 4 月号 1929 年 10 月号 4 年 7 ヶ月 委員長、尋六 
古見一夫 1929 年 12 月号 1938 年 3 月号 8 年 4 ヶ月 委員長、担当学年なし 






表 5－4 編集委員一覧表 
 
氏名 開始 終了 期間 担当役職・担当学年 
1 3 清水胤夫 1926 年 4 月号 1928 年 4 月号 2 年 1 ヶ月 尋二 
2 4 菅沼竫誧 
1926 年 4 月号 1928 年 4 月号 2 年 1 ヶ月 尋三 
1933 年 7 月号 1934 年 6 月号 1 年 高一 
3 5 加茂英雄 1926 年 4 月号 1927 年 3 月号 1 年 尋五 
4 6 杉山正賢 1926 年 4 月号 1929 年 10 月号 4 年 7 ヶ月 高一 
5 7 大城和佐治 1926 年 4 月号 1926 年 4 月号 1 ヶ月 高二 
6 8 淸 敎 
1926 年 4 月号 1928 年 4 月号 2 年 1 ヶ月 尋四 
1935 年 7 月号 1936 年 6 月号 1 年 尋五 
1938 年 4 月号 1939 年 3 月号 1 年 尋六 
7 9 土屋源次 1926 年 6 月号 1928 年 4 月号 2 年 1 ヶ月 高二 
8 1
1 




1928 年 5 月号 1933 年 5 月号 4 年 1 ヶ月 
尋二、尋二、高二、尋三、
尋六、尋五 
1934 年 7 月号 1935 年 6 月号 1 年 尋三 
1939 年 9 月号 1940 年 6 月号 10 ヶ月 高二 
10 1
4 




1928 年 5 月号 1933 年 5 月号 6 年 1 ヶ月 
尋四、尋四、尋六、高二、
高一、尋三 
1936 年 7 月号 1937 年 6 月号 1 年 尋六 
12 1
6 
庄司正彦 1928 年 5 月号 1928 年 6 月号 1 ヶ月 高二 
13 1
7 




1929 年 12 月号 1933 年 5 月号 3 年 6 ヶ月 尋四、尋六、尋三、高一 






1929 年 12 月号 1933 年 5 月号 3 年 6 ヶ月 
高一、尋五、尋五、高二、
尋四 
1935 年 7 月号 1936 年 6 月号 1 年 尋三 
16 2
2 
芹澤善求 1930 年 6 月号 1933 年 5 月号 3 年 尋二、尋四、尋二、尋二 
17 2
3 
岩邊喜代治 1930 年 6 月号 1932 年 4 月号 1 年 11 ヶ月 尋三、尋二 
18 2
4 






1932 年 6 月号 1933 年 5 月号 1 年 尋五、尋六 




1933 年 6 月号 1934 年 6 月号 1 年 1 ヶ月 尋六 
1936 年 7 月号 1938 年 3 月号 1 年 8 ヶ月 尋三、尋三 
1940 年 7 月号 1941 年 6 月号 1 年 尋五 
21 2
7 
木村惣平 1933 年 6 月号 1934 年 6 月号 1 年 1 ヶ月 高二 
22 2
8 
鈴木俊助 1933 年 6 月号 1934 年 6 月号 1 年 1 ヶ月 尋五 
23 2
9 
野島角男 1933 年 6 月号 1933 年 10 月号 5 ヶ月 尋四 
24 3
0 
小島秀三 1933 年 6 月号 1934 年 6 月号 1 年 1 ヶ月 尋三 
25 3
1 
佐野鎭衛 1930 年 4 月号 1942 年 5 月号 12 年 2 ヶ月 






1933 年 11 月号 1934 年 6 月号 8 ヶ月 尋四 
1936 年 7 月号 1937 年 6 月号 1 年 尋五 
27 3
4 
後藤一策 1934 年 7 月号 1935 年 3 月号 9 ヶ月 尋二 
28 3
5 




1934 年 7 月号 1935 年 3 月号 9 ヶ月 尋三 
1936 年 7 月号 1942 年 5 月号 5 年 11 ヶ月 




岩田哲郎 1934 年 7 月号 1935 年 3 月号 9 ヶ月 尋六 
31 3
8 
江刺家眞逸 1934 年 7 月号 1935 年 3 月号 9 ヶ月 高一 
32 3
9 
棚橋 登 1935 年 7 月号 1936 年 6 月号 1 年 尋二 
33 4
0 




1935 年 7 月号 1936 年 6 月号 1 年 高一 
1938 年 4 月号 1939 年 3 月号 1 年 尋三 
35 4
2 





1936 年 7 月号 1937 年 6 月号 1 年 尋四 
1941 年 7 月号 1942 年 5 月号 11 ヶ月 初五、初五 
37 4
4 
勝又良逸 1937 年 7 月号 1938 年 3 月号 9 ヶ月 尋四 
38 4
5 
飯田徳吉 1937 年 7 月号 1938 年 3 月号 9 ヶ月 尋五 
39 4
6 




1937 年 7 月号 1938 年 3 月号 9 ヶ月 高二 
1940 年 7 月号 1941 年 6 月号 1 年 高一 
41 4
9 





宮本 茂 1938 年 4 月号 1939 年 3 月号 1 年 尋四 
43 5
1 
上藤不二雄 1938 年 4 月号 1940 年 6 月号 2 年 3 ヶ月 高一、高一 
44 5
2 
土屋 務 1938 年 4 月号 1939 年 8 月号 1 年 5 ヶ月 高二、高二 
45 5
4 
河合桐男 1939 年 4 月号 1939 年 8 月号 5 ヶ月 尋三 
46 5
5 
土井徳二 1939 年 9 月号 1940 年 6 月号 10 ヶ月 尋三 
47 5
6 




1939 年 9 月号 1940 年 6 月号 10 ヶ月 初一 
1941 年 7 月号 1942 年 5 月号 11 ヶ月 初六 
49 5
8 
土屋宗作 1939 年 4 月号 1941 年 6 月号 2 年 3 ヶ月 尋六、高二 
50 5
9 
遠藤君雄 1940 年 7 月号 1942 年 5 月号 1 年 11 ヶ月 尋三、初一（庶務も兼務） 
51 6
0 
横山直巌 1940 年 7 月号 1941 年 6 月号 1 年 尋六 
52 6
2 
中川祐次 1941 年 7 月号 1942 年 5 月号 11 ヶ月 初三、初三 
53 6
3 
大庭景申 1941 年 7 月号 1942 年 5 月号 11 ヶ月 高一、高一 
54 6
4 
片桐 丁 1941 年 7 月号 1942 年 5 月号 11 ヶ月 高二、高二 
（『児童文苑』より筆者作成。順序は氏名掲載年月の早い順とした。） 
 
 1926 年から 1942 年までの 16 年間に 54 人もの教員が編集委員として『児童文苑』の発


















































































































表 5－5 掲載作品の割合 
委員長 発行年度 作品数 児童作品 平均 作家作品 平均 教員作品 平均 
富原 






1927 年度 64 0（0%） 49（77%） 15（23%） 
1928 年度 159 93（58%） 59（37%） 7（4%） 
1929 年度 
（11 月迄） 










1930 年度 45 40（89%） 5（11%） 0（0%） 
1931 年度 30 22（73%） 8（27%） 0（0%） 
1932 年度 15 7（47%） 6（40%） 2（13%） 
1933 年度 53 46（87%） 5（9%） 2（4%） 
1934 年度 65 53（82%） 9（14%） 3（5%） 
1935 年度 69 61（88%） 6（9%） 2（3%） 
1936 年度 52 36（69%） 2（4%） 14（27%） 
1937 年度 62 27（44%） 22（35%） 13（21%） 
1938 年度 
 （6 月迄） 









9% 1939 年度 50 32（64%） 3（6%） 15（30%） 
1940 年度 62 60（97%） 2（3%） 0（0%） 














載率は以下のとおりである。1929 年度と 1938 年度は、委員長の交代に合わせて分けて示
した。なお、『児童文苑』では、同じ記事が複数の学年の文集に掲載されることがあった。





























表 5－6 各欄の掲載回数と掲載率 
委員長 発行年度 教員文話 講師文話 作品研究 鑑賞 
富原 
1926 10 （36％） 5 （18％） 6 （21％） 7 （25％） 
1927 18 （21％） 24 （29％） 21 （25％） 21 （25％） 
1928 14 （30％） 5 （11％） 5 （11％） 23 （49％） 
1929 (11 月迄) 27 （69％） 4 （10％） 0 （0％） 8 （21％） 
古見 
1929 (12 月以降) 13 （81％） 0 （0％） 1 （6％） 2 （13％） 
1930 19 （40％） 2 （4％） 11 （23％） 16 （33％） 
1931 17 （45％） 1 （3％） 10 （26％） 10 （26％） 
1932 11 （41％） 0 （0％） 6 （22％） 10 （37％） 
1933 45 （58％） 4 （5％） 13 （17％） 15 （19％） 
1934 73 （61％） 0 （0％） 20 （17％） 27 （23％） 
1935 69 （63％） 0 （0％） 15 （14％） 26 （24％） 
1936 40 （48％） 1 （1％） 17 （20％） 25 （30％） 
1937 44 （42％） 1 （1％） 23 （22％） 37 （35％） 
1938 (6 月迄) 9 （41％） 0 （0％） 5 （23％） 8 （36％） 
鈴木 
1938 (7 月以降) 29 （39％） 0 （0％） 18 （24％） 28 （37％） 
1939 30 （34％） 0 （0％） 24 （28％） 33 （38％） 
1940 18 （26％） 0 （0％） 19 （28％） 31 （46％） 
1941 11 （14％） 0 （0％） 22 （29％） 44 （57％） 
（筆者作成） 
  



































賞」について、掲載作品の作家一覧は表 5－7 のとおりである。 
 
表 5－7 掲載作品作家名と掲載冊数 
   年 
作家名 
1926 1927 1928 1929 
   年 
作家名 
1926 1927 1928 1929 
巌谷小波 1       吉江喬松     1   
北原白秋 1 5 4 3 大隈言道     2   
生品新太郎 1       河井酔茗     1 1 
ﾍﾝｼｰ・ﾛﾝｸﾞﾌｪﾛｰ 1     1 長塚節     1   
正岡子規 2 4 3 1 若山牧水     1   
西條八十 2 3   1 斎藤茂吉     3   
山村暮鳥 1 4 1 1 小林一茶     2   
三木露風   7     室井犀星     1   
野口雨情  1 2   1 石川啄木     1   
ﾏｻﾞｰｸﾞｰｽ   2     萩原井泉水     2   
島木赤彦   4 3 3 橘曙覧     1   
百田宗治   1     阿部次郎     2   
山宮充   2     加藤武雄     1   
Miyasaki Toji   2     夏目漱石     1   
武者小路実篤   1     千家元麿     1 1 
志賀直哉   1 2   市原多代女     1   
有島武郎   1     源実朝     1   
アミ・エル   1     良寛     1   
葉山嘉樹   1     久保田宵二       1 
芥川龍之介   1 2   濱田広助       2 
和辻哲郎   1     小池相良       1 
里見弴   1     佐藤八郎       1 
島崎藤村   1 1   徳富健次郎       1 
菊池知勇   1 2   ｱﾝﾘ･ﾌｧﾌﾞﾙ       1 
今井柏浦     1   相馬御風       1 







見と鈴木の任期中は、それぞれ 31 人、23 人であることから、富原の任期中は「鑑賞」欄
の掲載回数が多いだけでなく、多くの作家の作品が掲載されていたことがわかる。中でも






































によって表現することを求めていた60。1927 年の『児童文苑』尋 4、6 月号に掲載された




































































 富原は著書『土の綴り方』出版の 3 年前の 1926 年の『児童文苑』尋 6、8 月号で、「土
からうまれた」という表現を用いて、駿東郡に生活する児童にしか綴ることのできない作













































 手紙の中の「僕の文章」とは、杉山が 1928 年 2 月に『綴方教育』で発表した論文「地








































































杉山正賢は 1896 年に静岡県駿東郡に生まれ、1916 年に静岡師範学校を卒業している。
富原より 3 歳年下であったが、富原が大谷大学予科を中退後に師範学校へ進学したため、
2 人は同じ 1916 年に卒業となった。『児童文苑』創刊から編集に参加するとともに、各
雑誌にも論文を投稿するなど綴方に熱心に取り組んでいたが、1929 年 7 月末から体調を
崩したこときっかけに教員を辞職し、1930 年に 35 歳で亡くなった。 




















表 5－9 杉山正賢の主な執筆記事 
 掲載年と号 タイトル 
1 1927 年 7 月号 日記に就いて 
2 1928 年 3 月号 三つの頂点―総評にかへて― 
3 1928 年 8 月号 文話―作家とその生活 高架索のトルストイ 
4 1928 年 9 月号 文話―作家とその生活 落柿舎の芭蕉 
5 1929 年 3 月号 小旅雑詠 

















































表 5－10 古見と編集委員の「教員文話」掲載冊数 
   年度 
執筆者 
1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 
古見 11 16 11 9 42 46 10 8 5 




した記事の掲載が増加し、1934 年度には 65 冊中 22 冊、1935 年度には 59 冊中 44 冊にの
ぼり、古見が執筆した記事よりも多く掲載されるようになった。1935 年度の高等科 2 年
向け『児童文苑』には編集委員の小野義則が執筆した記事が毎号掲載されている。こうし












































教育』では、1931 年 3 月の 407 号で同校の岩田栄次郎が「記述前の指導」とし文題帖に





















  （a）共鳴文投票 

























に 1 等から 5 等までの作品名と作者、獲得票数、編集委員による作品批評が掲載された。





であった。1935 年の尋常科 4 年の投票をみると、1 等が 953 票、2 等が 464 票となってお



































他の編集委員が執筆した批評文にはみられないが、2 等以下に選ばれた作品を 1 等作品以
上に称賛している批評は多く確認できる。編集委員の後藤一策は、4 等に選ばれた作品を
「大へんよい文」だと評価し、児童に向けて「もう一度読みなほしてみてください」と呼












































































































ているように、1933 年度に掲載された 4 回の記事では作品の優劣づけについては言及さ
れなかった98。 





















 千葉の評価を受けてか、1934 年 7 月号から岩田が『児童文苑』の編集委員の一人とし

































 千葉は、四六倍版の 8 ページ構成の文集を、菊版か四六版の小さいサイズに変更しては













































投稿して欲しいと呼びかけ、さらに、1940 年 4 月号でも「りつぱな日本の子ども」の「や
うすをかいて、文苑へのせるやうにしてください」と呼びかけている112。また高学年向け
の文話では「東亜の盟主」としての「活動状況」を文章を通して教えてほしいと記してい


















これまでも 1933 年頃から戦争に関連した作品が掲載されていたが、1941 年からは誌面
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 以下、まずは第 1 章で考察した大正期までの綴方教育と、初等教育段階における生活指







































第 2 章では各府県の師附小の実践、第 3 章では生活指導を重視した実践、そして第 4 章で
は表現指導を重視した実践において、どのような表現指導と生活指導が行われていたのか
を明らかにした。ここからは前述したように、これらを（1）記述前の指導、（2）記述の
指導、（3）記述後の指導の 3 つに分けて考察結果と各実践の意義について述べる。 
まず、（1）記述前の指導を生活指導と構想の指導に分けて述べる。 
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